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研究成果の概要（和文）： 
 滋賀県内全域の考古学発掘調査報告書を網羅的に収集・精査して、開発と河川・琵琶湖との
関連などに留意しながら、古代・中世遺跡の成立・推移・消滅の過程を整理した。琵琶湖湖岸
環境に関する情報を多く含む安治区有文書などの諸史料の調査・撮影を進めるとともに、明治
期の地籍図を撮影・収集した。また大中の湖周辺など各地で共同調査を実施し、共通認識の獲
得に努めるとともに、メンバー各自の視点から琵琶湖の歴史的環境に関する研究を進めた。 
研究成果の概要（英文）： 
Comprehensive data was assembled from excavation reports to determine patterns of 
establishment, transition, and disappearance of archaeological sites during the ancient 
to medieval periods around Lake Biwa, with special attention on the relationship 
between rivers and the lake and agricultural development. Included in the data were 
historical documents such as the "AWAJIKUYUU-MONJYO" and the Meiji Era 
"Chiseki Zu" which were examined and photographed. Research on the historical 
environment of Lake Biwa was advanced by collaborative efforts in all localities, such 
as around Lake Dainaka, through attempts at consensus as well as through the 
individual perspectives or opinions of the members. 
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１．研究開始当初の背景 

琵琶湖の環境研究はこれまでにも関係諸

機関などでなされてきたが、環境史をテーマ

に県内に拠点を置く主要研究機関である滋

賀県県立大学・滋賀県立琵琶湖博物館・滋賀

大学の研究者が協力して、総合的に研究を進

める企画はこれまでにはなかった。また内湖

などの具体的なフィールド・空間に即して、



文献史学・考古学・地理学・民俗学などの研

究者が共同調査を実施し、史資料の共有化

を進めながら、環境史の共同研究を行うこ

とも少なかった。 
琵琶湖の内湖は環境利用という面で特筆

すべき役割を果たすとともに、環境変化の

影響を受けやすく、人間の利用形態の歴史

的変遷を明確に把握できるという特長を有

する。内湖の消長は、湖底遺跡の存在から

推定されている琵琶湖の水位変動などの問

題を解く鍵にもなると思われ、湖岸の歴史的

環境と人間の関わりを検討する最良の切り

口となる。しかし従来はそのような認識は乏

しく、地理学などの蓄積はあるものの、内湖

に注目した歴史学的な研究はほとんどなさ

れていない。 

内湖をめぐる問題に焦点をあて、多方面か

らの史資料の収集・分析や合同調査・研究な

どの具体的作業と討論を通じて、新しい環境

史研究のスタイル・方法を構築する必要があ

る。 

 
２．研究の目的 

琵琶湖集水域は完結性の高い地理的・歴史

的空間で、京都に近く、農・林・漁業や水陸

の交通・流通などの社会的分業を高度に発達

させた。各種の文献史料や発達した村落を母

胎とする民俗資料にも恵まれており、伝統的

な景観・環境もよく保存されているなど、環

境史研究にとって最適のフィールドである。 

琵琶湖には戦前には４０あまりの内湖が

存在し、湖岸には陸域と水域がなだらかに入

れ替わる推移帯（エコトーン）が広がってい

た。内湖は流入河川・湖岸流・湖水面変動な

どの営力によって、浜堤が水面を閉鎖して形

成されるが、水深は１～２・５メートルほど

と浅く、環境変化の影響を受けやすい。しか

し今津・木津・堅田などの琵琶湖を代表する

津は、内湖を船溜まりとしてその浜堤上に発

達したのであり、また安土城や大溝城が内湖

に囲まれて築造されていたのをはじめ、城郭

の立地などにも大きな影響を与えてきた。内

湖はまた漁労や狩猟・採集の場として、湖岸

に生きる人々にとって生産的価値の高い重

要な空間となってきたが、戦後にその多くが

消滅し、現在では多様な生物の生息空間・水

質浄化機能など、多方面からその役割が再評

価されて、保全が進められている。 

内湖はこのように多様な生業の場である

と同時に、流通・交通などの拠点となってき

たが、水位変動などによってダイナミックに

消長を繰り返した。本研究では、歴史的に大

きく変容していく内湖に焦点をあて、琵琶湖

の歴史的環境の変化と人間の関わりの具体

的な姿を複合的な視点から明らかにする。 
 

３．研究の方法 

内湖の問題を中心に、琵琶湖岸の環境史に

関する史資料の収集と整理、相互批判に基づ

く共有化を進める。 

（１）琵琶湖岸の環境変化と人間の関わりを

示す考古遺跡の発掘調査報告書は膨大な

量に及ぶが、考古学以外の研究者には活用が

困難であるため、関係する報告書を精査して、

発掘成果を整理し直し、湖岸に立地する各遺

跡の成立・推移・消滅の全過程がわかるよう

に内容を再構成して共通の資料とする。 

（２）湖辺集落や港津の立地、土地利用や漁

業、エコトーンなどに関わる文書史料を収集

し、整理・分析する。滋賀県内外の図書館・

資料館・博物館などの所蔵文書の調査を進め

て、環境史関係史料の収集・集成を図り、活

用する。 

（３）琵琶湖の湖岸環境を直接示す資料であ

る近世の村絵図および明治初期の地籍図の所

在確認を行い、撮影を進めるとともに、ＣＤ



化して利用の便を図る。 

（４）共通のフィールドで共同調査・研究を

組織する。湖西の旧今津町の内湖周辺や湖東

の大中の湖周辺などを主要対象に総合調査

を実施し、文書史料や考古資料の検討ととも

に、水利・地名・地割などの歴史地理学的調

査や、生業・民俗行事などの民俗調査を行う。

あわせてメンバー全員で研究論文集を執筆

する。 

 
４．研究成果 

（１）これまで刊行された滋賀県内の発掘調

査報告書を網羅的に収集・精査して、古代・

中世遺跡の成立・推移・消滅の過程や条里地

割施工との関係がわかるように発掘成果を整

理し直し、開発と河川・琵琶湖との関連など

に留意しながら、遺跡立地とその変遷の再検

討を進め、県内古代・中世遺跡全体のデータ

整理を完了した。 

（２）津田内湖に面する南津田村文書（国文

学研究資料館所蔵）の調査を進めて琵琶湖の

環境に関する文書を選び出し、その一部をマ

イクロ撮影した。また近世から続く葭卸問屋

である西川嘉右衛門家文書（近江八幡市）の

調査を進め、琵琶湖の内湖環境に関する文書

を選び出してマイクロ撮影した。同じくヨシ

帯などの利用・管理をめぐる周辺村落との紛

争など、琵琶湖の湖岸環境に関する情報を多

く含む史料群でもある安治区有文書（野洲市）

のうち、中・近世文書の調査を実施し、絵図

類を含め、近世までの全点の撮影を行った。

それとともに中世漁業史料などの重要史料を

多く伝える長命寺文書（近江八幡市）や大島

奥津島神社文書・沖島共有文書（近江八幡市）

の調査・収集を行なった。 

（３）近江八幡市・旧能登川町・旧安土町・

旧今津町・旧高月町などで、琵琶湖の湖岸環

境を直接示す資料である明治期の地籍図の所

在確認とデータ収集を行い、近江八幡市では

専門家による写真撮影を行った。それらの地

籍図は、ＣＤ化して利用の便を図った。 

（４）大中の湖や沖島、大島奥津島神社・長

命寺周辺地区（以上近江八幡市）、旧西浅井

町塩津地区、彦根市荒神山西部、野洲市安治

地区など対象に、共同の現地調査を実施する

とともに、メンバーそれぞれの視点から、琵

琶湖の歴史的環境に関する個別研究を進め

た。 
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